


このコーナーではＩＴに関わる
いろいろな情報をお届けします。

オンプレミスとクラウド

「オンプレミス」と「クラウド」という言葉。お聞きになったことがありますよね。まずはその意味から確認しておきましょう。

この　　　　　　　　　　　に告知や広告などを掲載しませんか？　
原稿をお寄せいただきましたら無償で掲載させていただきます。
イベントの告知、自社商品の宣伝など、このコーナーをご利用下さい。

無料掲載

営業製作所株式会社様からの案内です

顧客からメール(FA
X)で

見積依頼をもらった

あとダウンロードしてフォルダ分けをしている
過去の書類が紙で残っている

類似図面を探すことに時間がかかっている

見積書、作業指示書、検査成績書などの

書類を探すことに時間がかかっている

書類の整理整頓に時間がかかっている

例)ス
キャン・ファイルの名前付け・フォルダ分け

こんなことに お困りではないですか？

お客様の生の声

お問い合わせは

城本まで

0774-63-1131
y-shiromoto@sysport.co.jp

プレミス（premises）とは、英語で「建物」「店舗」「施設」などを意味する言葉で、"on the premises"は「店内（構内）で」と
いう意味になります。
IT関連用語として使われる場合の“オンプレミス”は、サーバーなどのハードウェアと業務用アプリケーションなどのソフ
トウェアを、使用者の管理する施設内に設置して運用する形態のことを指します。（オンプレと省略して言うことも多い）
以前よくいわれていたクラサバ(クライアントサーバーシステム）はこの形態になります。

インターネット経由でインターネット上にある他のコンピュータ(サーバー)にあるアプリケーションやデータを自社内
にサーバー等を設置することなく使えるようにした形態で、クラウドコンピューティングと言われます。
クラウド（cloud）とは英語で雲のことですが、ネットワーク上にあって目に見えないものであることから“雲の上”という
イメージでそう呼ばれるようになったという説があります。

オンプレミス形態でありながら、クラウドのメリット（どこからでも利用できる）を享受できるシステムです。
社内のサーバーをあたかもネット上のサーバーのようにして、クラウドのようにどこからでも接続できる環境を
整えます。オンプレミスでありながらクラウドのように使えます。（IT導入補助金でもクラウドシステムとして認定されています）

オンプレミスとは

クラウドとは

プライベートクラウド

シスポートのＱシリーズ（SmartUP’s含む）はすべてプライベートクラウド運用が可能です

サブスクと買い取り

クラウドの場合、月々一定の課金料金を支払うサブスク形態が一
般的です。
サブスクとは、サブスクリプションのことで月額や年額で定額料
金を支払って利用する形態を指します。
それに対して、オンプレミスの場合、買い取り (リース含む) 形態
が一般的です。
買い取りは初期投資が必要ですが、サブスクは初期費用があまり
かからず導入できるメリットがある反面、長期間使い続けると買
い取り形態よりも投資総額が大きくなってしまうことがあります。
月々少額費用だからといって気軽に導入すると、結果的には多大
な費用を支払うことになりかねないので注意が必要です。

【オンプレミスとクラウドの比較】

シスポートでは更に詳しく書いた冊子を用意しております。
ご希望の方はご遠慮なくご用命下さい。

！

メリット　デメリット オンプレミス クラウド

初期費用
サーバーやネットワーク機器をはじめ、ソフトウェアの購入
などの費用がかかり初期費用は高額

機器やソフトを調達する必要がないため、低コストで利用を
開始できる

導入までの時間
機器の調達からシステム構築期間等が必要なため、運用開始
まで時間がかかる

基本的にオンラインで契約を交わし、簡単な初期設定のみ
で、すぐに利用可能

ランニングコスト
利用料は不要であるが、保守料など比較的低額な維持費用が
かかる

月額もしくは年額でシステム利用料が発生し、長期的に見る
と高額になることも

カスタマイズ性
自社業務に特化したカスタマイズや業界独自の商習慣にも対
応したカスタマズが可能で自由度が高い

あらかじめ開発済みのシステムを利用するため、オプション
の範囲のみ、などの制約があり自由度は低い

セキュリティ
自社ネットワーク内で運用するため、外部ネットワークの影
響を受けにくくセキュリティは比較的高い

外部ネットワーク経由のため、サービス事業者側のセキュリ
ティ対策に依存することから多少の不安感がある

端末からの接続性
社内ネットワークなので社内に設置した端末からの接続に限
られる

インターネット接続環境があればどこからでも利用できる


